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知の先達たちに聞く（16）――小杉泰先生をお迎えして――

域研究学会がそろって「地域研究学会」となることは、現状では考えられないだろうと思います。
　2000 年から 3 年ほど続いたコロナ禍では、国際人流が途絶して、フィールドワークを基盤とす
る地域研究には、いろいろな困難が生じました。その中で、研究の DX（デジタルトランスフォー
メーション）を推進する傾向も強まり、デジタル化、サイバー空間の広がりをも対象とする研究が
生まれてきました。それ以前から進んでいたデジタル・ヒューマニティーズの強化も、地域におけ
る SNS の分析などの新分野も出てきて、今後に期待が持てます。
　地域研究は、地域の「固有性」を追究することを課題としていくべきだろうと思います。グロー
バル化で地域差が低減するという考え方もありますが、そもそもグローバル化は不均衡なプロセス
ですから、グローバル化による均一化の面があるとしても、グローバル化の地域差にも目配りが必
要です。
　総じて言えば、「平和」を希求する学知としの地域研究を考えるならば、その課題はまだまだ続
きます。皆さまには、地域研究をさらに発展させ、人類の危機を乗り越えるブレークスルーをもた
らすために尽力を続けていただきたいと思います。研究者に「定年」はありませんので、私も力の
ある限り、知的生産を続けていきたいと思っております。
　本日は、ご静聴どうもありがとうございました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊質疑応答＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

司会（黒田彩加）：小杉先生、貴重なお話を数多く聞かせていただき、ありがとうございました。
それでは、質問をお受けしたいと思います。

米田優作（立命館大学）：地域自体がグローバル化しているという中で、研究対象次第では、中東
地域研究という特定の国や地域の枠組みだけではなくて、それを超えたグローバル・イスラーム地
域研究のようなものも構想できると思われますか。

小杉：そのグローバル・イスラーム地域研究は、どこにグローバルがかかっているんでしょうか。

米田：私が想定していたのは、例えば「抵抗の枢軸」やイスラーム解放党のような主体です。その
ような主体自体が、グローバルな領域で活動を展開しているような状態です。

小杉：イスラーム地域研究という言葉自体に、そもそも越境的研究や広域比較ということが埋め込
まれていますから、それを超えてさらにグローバルということはないと思います。すでにグローバ
ルという面は含まれているのではないでしょうか。

米田：イスラーム地域研究自体にグローバルな意味が内包されているということですね。

小杉：そういうことになりますね。イスラーム地域研究とは何かという定義は色々考えられますけ
ども、イスラーム世界を構成している諸地域というのがあり、イスラームという要素が非常に強い
ので、それを地域横断的に見るということです。
　さきほど申し上げたように、イスラーム地域研究の対象は、〔単なる〕地域ではなくてメタ地域
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なんですね。地域研究の地域とは、地球社会と国民国家の間に設定されていて、その中に地域研究
の学会の名称にも入っている、中央アジアとか北東アジアとか、いわゆる「冠」付きの地域研究の
対象があります。そして、その上にあるものがメタ地域です。イスラーム地域研究をメタ地域研究
として見れば、当然のことながら、グローバルな要素を強く持たざるをえません。だからこそ逆に
グローバルなイスラーム地域研究というのは、ちょっと屋上屋を架しているという印象です。

司会：私からも質問させていただきます。デジタル化が進んで、AI の台頭が著しい時代となって
います。一昔前は、アラビア語の文献を読むということは一種の職人芸でしたが、今は AI が台頭
して、翻訳家の役割がどんどん少なくなっていくのではないかという議論も出てきています。私自
身は、それでも原典を読む仕事の重要性自体は変わらないというか、かえってどういう文献を読む
かという選択そのものや、文献を読む上での勘所のような部分で、原典読みとしての地域研究者の
役割はまだまだ残っているのではないかということを考えています。先生はこうした事態をどう見
ていらっしゃいますか。

小杉：職人芸とおっしゃいましたけど、まさにそこがポイントではないでしょうか。やはり、イン
ターネットが広がって、Wikipedia のようなものが発展して、今のような情報化社会から情報過多
社会のようになってきた時に、プロとアマチュアの境目が薄れていくという問題があるだろうと思
います。ただ、例えば AI の翻訳だとか、人工的な翻訳ソフトをいろいろいじってみたところで言
うと、いまいち水準がまだ足りないなと思います。
　とはいえ、AI の水準はどんどん良くなっていきます。良くなっていきますけども、基本的に AI
自体は、既存のテクストの解析と一般化で成り立っているようです。私たちの仕事というのは、そ
の元のテクストを作ることです。それをどんどん出していくと、AI の方もそれを読んで追いつい
てくるかもしれませんけれども、やはり限界があるんじゃないかと思います。限界がある最大の
理由は、それがテクストだということなんです。自然言語というのは、テクストで伝わる部分は 3 
割ぐらいとか言われています。残りの 7 割は、ニュアンスや文脈、それから音のトーンとかです
よね。フィールドをやって初めてわかる言葉のニュアンスというのはやはりあるわけです。やはり
地域研究者は、テクストだけではわからないような言語の幅というものを取り込んだ上で、テクス
トを解析していく。これが職人技なので、それはさっき言いましたように、それがどんどん続けて
蓄積されていかなければ、AI の方だって進歩しようがないわけですから、そういう意味では、研
究者の仕事はなくならないだろうと思いますね。
　ただ、確かに AI の発展速度の問題はあります。プロとアマチュアの差が縮むという問題は一貫
してあると思います。その一方で、最初インターネットが始まった時に皆が恐れたのは、サイバー
空間が英語一色になってしまうのではないかということでした。英語帝国主義が世界を支配しそう
だという議論がありましたが、実際にわかったのは、一定程度話者がいるところは独自の言語空間
を作るということです。だから日本でも、サイバー空間上の日本語のシェアは世界人口における日
本語話者のシェアより大きくなっています。サイバー空間のアラビア語を見ていると、情報量が非
常に拡大していて、しかも、その中で古典が急速に普及してきています。アラビア語の実態レベル
でも、古典を取り込んだ現代語というものが展開しています。
　古典的なアラビア語は、AI がネット上でテクスト化されている既存の知識をベースにしている
という点から考えると、まだ AI にとって得意分野ではないと思います。ですから、現地語文献を



145

知の先達たちに聞く（16）――小杉泰先生をお迎えして――

しっかり読む人の力はとても大事ですし、その部分の重要性と需要は、少なくとも 30 年ぐらいの
スパンではなくならないと思います。

山本健介（静岡県立大学）：お若い時は、文学に非常に興味をお持ちだったと思うのですが、なぜ、
途中でおやめになったのですか。

小杉：最初に小説に興味を持ったのは、私自身が日本の小説が好きだったのと、アラビア語を教
わった奴田原先生が小説を研究なさっていたからです。今でも、アラブ文学は好きで読みますが、
研究対象とはしていません。それは、エジプトに留学して、アラビア語で「文学」とは何よりも詩
のことだとわかり、小説が西洋起源の新しい文学形態だと知ったため、アラブ世界を理解する上で
輸入の文学ジャンルを対象にするより、もっと固有の文化を探究すべきではないかと思ったからで
す。日本でも、作家が国民の時代に近代的な自我を表現する、読者がそれを学ぶ文学形態として小
説が入ってきたわけですし、私自身、小説をそのような人生を学ぶものだと思っていました。とこ
ろが、日本でも 1970 年代くらいを境に小説が消費物ないしはエンタメの一部となってきましたの
で、そのことも研究対象を変えた背景にあるように思います。

中西萌（京都大学）：先生の研究史において、一番の転換期はいつだったと思われますか。

小杉：2 つあると思います。1 つは、「地域研究って行ってなんぼの世界だよね」という言い方があ
るように、地域研究は現地に行かないと始まりません。しかし、私がエジプトに留学した頃は日本
から外国に出かけるのは自由ではありませんでした。外貨の規制もありました。そこからジャンボ
ジェット機が就航して、国際的な人流が拡大し始めました。それが 80 年代から 90 年代にいっそ
う様変わりします。格安切符も出てきて、21 世紀になると、誰でも現地に行けるようになりまし
た。そのインパクトは大きくて、普通の人でもどんどん現地に触れるようになりました。さっき挙
げた小田実さんの『なんでも見てやろう』に感激したのは、あの時代は外国に行くことすら自由で
はなかった、招待されないと現地に行けないという時代背景があったからです。
　現地との距離が物理的ないしは経済的に近づくと、現地に行くだけでは価値が出ないので、単な
る物見遊山でない、フィールドワークができるとはどういうことかという問題が出てくるようにな
りました。
　それと同時に、先程も少しお話ししましたが、1988 年の「イスラームの都市性」プロジェクト
以降、21 世紀に向かって、大きな研究資金が取れるようになってきました。私が院生さんによく
言っていたのは、地域研究をする上では資金があった方がいいということです。現地に行かないと
調査ができませんから、図書館にあるけれど誰もまだ使っていない本を発掘して、しっかり読み込
んだら面白い研究ができましたということとは次元が違ってきます。少なくとも、現地に出かける
資金は必要です。しかし、行くだけだったら普通の人でもいくらでも行けるという状態が生じてい
ましたから、今から思うと、それは地域研究にとって非常に大きな転換期だったと思います。
　もう 1 つの大きな転換期は、大学院の制度化ということです。1970 年代ぐらいまでの肌感覚で
言うと、私は外国語大学にいましたから、特にそうなんだろうと思いますが、語学の専門家は大学
院なんか行かないという考え方が普通でした。
　語学はできてなんぼの世界なので、小理屈を覚えて理論がどうのと言っても始まらない、という
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感じがありました。ところが今は、博士号がないと就職できないような仕事がたくさんあります。
日本全体が 1990 年以降に大学院を強化したため、世界的にもそうですが、学位が研究職の「運転
免許証」になりました。
　その時代から、たくさんの大学院ができました。ASAFAS もそうですけど、大学院教育を競う
中で、学部を出てから研究をする、知的生産をすること自体が制度化されて、研究の方法や研究者
になる道筋もだんだん整備されてきました。
　私はある意味で、それは縛りだと思います。若い皆さんにとって、その制度に乗らなければいけ
ないという縛りです。ただ、私の青年時代はそういうのが何もない時代ですから、好き勝手にやれ
たという面がある一方で、留学すれば成功するというものでもありませんでした。当時の感じだ
と、留学したけれども、うまくいかないということも多くありました。今は、現地に行くにあたっ
て大学院が手厚くサポートしますし、大事故が起こったり、それこそ政変が起こって現地から帰れ
ないような時には、教員が助けに行くための保険もかけています。そういうことも含めて、非常に
制度化がなされています。逆に言うと、今の若い皆さんは、そういう制度の恩恵も受けているけれ
ども、制度の仕組みをよく理解して研究しなければいけないという縛りもあります。私たちが若く
て大学院の制度化も進んでなかった時代には、面白ければいいんだ、自分たちは面白いと思うから
やっているんだという主張がよくなされていましたが、今はそれだけでは立ちゆかないでしょう。
　もっと劇的な変化の話をお聞きになりたかったのかもしれませんが、今申し上げた 2 つは、どち
らも少し長いスパンで徐々に動いてきたことで、劇的な変化ではありません。今になって振り返っ
てみると、40 年くらいの間に大きな変化が起こったと、あらためて感じます。

米田：小杉先生はこれまでたくさん書いてこられた中で、どの程度の情報の確度があったら書くと
いうことに移られてきたんでしょうか。あるいは締切ごとに、ご自身の中で期限を設けて、それま
でに書いたものを出すというふうにやってこられたのでしょうか。

小杉：難しい質問だと思いますが、2 つの面があります。1 つは、分析しきった、納得しきったと
いうことは、研究では容易に起こらないです。だから、何かを書こうと思った時は、今回はここま
でわかったからそれを発表しよう、その先は次の論文でもっと深めていこうと考えるのが、合理的
なスタンスだと思います。研究が未完成だ、不十分だという気持ちを重視しすぎると、発表しにく
くなりますね。ただ、研究には、人がやらないことを率先してやっていくから新しい発見があると
いう面もあります。そうであれば、自分自身が、これではちょっと足りない、もうちょっと深いと
ころがあるはずだと思う一方で、この問題について日本で一番の専門家であるはずの自分が今のと
ころこうだと言っているんだから、それには誰からも文句は出ないはずというぐらいの確信感は必
要だと思います。一歩踏み外すと不遜なことになってしまいますが、客観的に考えてそうだという
思いが持てるようにしていくということも、必要ではないでしょうか。

井上堅斗（立命館大学）：大学院生や若い研究者に、一番大切にしてほしいこと、日々心がけてほ
しいことはなんでしょうか。また、先生の 53 年間の研究史の中で、様々な出会いがあったと思う
のですが、その中でもっとも印象に残っている言葉はなんでしょうか。

小杉：若い皆さんに私が常々お願いしているのは、大きな成功を狙うな、小さな成功を積み重ねよ
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う、ということです。例えば、学会誌に論文を投稿すると、査読者から修正を要求されたり、リ
ジェクトされたりする訳ですが、たいていの人は、掲載されたら成功という発想を持ちがちです。
そうすると、掲載されないときは失敗ということになります。そういう数え方をすると負けが続き
がちです。成功を狙うにしてもリスクが高くなります。研究に限らず、人生というのは小さい成功
を積み重ねていくことが大事です。ですから、論文は投稿できたこと自体が成功と考えるんです。
それで査読者から、論文のここがおかしいから修正してもう一回再投稿するようにと言われること
があります。査読者が厳しいと、投稿者の心が折れるようなきついことが書いてあるかもしれませ
んが、直せばいいと言われたのですから、それは成功の一種でしょう。
　それで、最後のところまで行って査読に通らなかったとします。その時になって、初めて失敗
だったということになります。しかし、いくつもの段階で成功を積み重ねた上での不採用ですか
ら、そう悪くはありません。途中でいろいろ成功したのですから、次は、採用をめざせばいいので
す。ということで、何をしたら成功なのかは小刻みに小さく規定して、少しずつ成功してそれを喜
んでいく、それが大きな成功につながると思います。大きな成功というのは、私の考えでは、小さ
い成功が雪だるま式に大きくなったものです。小さい成功が失敗より 1 つでも多ければそれでいい
んです。やはり研究でも人生でも、自分を肯定して進むということが大切です。肯定する秘訣は、
やはり成功することにあると思いますが、成功を何と定義するかというその戦略戦術のところか
ら、成功への道は始まるのです。
　もうひとつの質問については、今日私は多くの先生方の名前を挙げたように見えますけども、そ
れはごく一部で、かつ今日のお話を説明する上で名前を挙げる必要があった人たちです。特に外国
の先生方で、私がお世話になった先生方はもっとたくさんいらっしゃいます。
　それはさておき、そうした先生方の言葉の中で印象的なのは、長いこと共同研究をやっていた
ユースフ・イービシュ先生の言葉です。イービシュ先生はダマスカス生まれで、もともとはクルド
系のアラブ化したアラブ人です。先生は、古典にも現代の文献にも通じた本当に素晴らしい学者
だったのですが、彼がよく言っていたのは、「起こればよし、起こらなければもっとよし」という
ことです。　
　大学受験に例えると、難易度の高い第一志望の大学があって、そして、俗に言う滑り止めの大学
も受験するとします。それで、希望のところに受からなかったとします。イービシュ先生の考え方
では、受からなくてよかったじゃないか、起こらないことは起こらないだけの理由があるから、起
こらない方がいいんだというのです。第 2 志望の大学の方が自分に合っているっていうことはある
わけです。自分が願っていることが、自分にとって一番いいこととは限らないですよね、願ってい
るだけですから。だから、普通はみんな、起こったら「よかった」、起こらなかったら「がっかり
だ」と言いますが、イービシュ先生は、そういうふうに解釈しないのです。起こったらいいけど
も、起こらなければもっとよし。願っていないことが実はもっとよい道かもしれない、と考えた方
が人生はいいんだというのが、20 世紀前半の中東の動乱期に酸いも甘いも経験しつくした先生の
言葉でした。
　先程、レバノン内戦の時にベイルートに行っていた話をしましたが、後になってイービシュ先生
に、あの頃どうなさっていたか聞いたことがあります。そうすると、ある日流れ弾が当たって身体を
貫通して、彼はベイルート・アメリカン大学の教授でしたので、アメリカン大学の附属病院に運ばれ
たものの、もう患者で満杯で、病院の外の木の下に一夜寝かされていたのだそうです。そういう厳し
い人生の経験をしている人が、「起こればよし、起こらなければもっとよし」なんだと、そう思って
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生きるのがいいっておっしゃっていたのです。願ったことは起こるのがいいとだけ思って生きている
と、起こらなかった時すごく辛いですね。でも、起こらなかったときは、それはそれでいいことがあ
るからそうなっているんだと納得しておくというのは、人生の達人の生き方だと思います。
　実はイービシュ先生は、昔のシリアの人名辞典（アラビア語の題名は Man Huwa fī Sūriyā）で、 
お父様がシリア最大の地主として名前が出てくるクルドの名家のご出身なのです。ところが、アメ
リカに留学している間に革命が起きて、土地が全部没収されてしまいました。先生はハーバードで
博士号を取る前の最後の 2 年間は長距離トラックの運転手のアルバイトをしてお金を工面していた
ということでした。
　ユースフ・イービシュ先生のユースフというお名前は、エジプトのムハンマド・アリー王朝（共
和革命で 1953 年に終焉）の一族で、親しかったユースフ王子の名前をもらったのだそうです。そ
ういう方が革命で土地も全部失って、厳しい境遇を経て大学教授になって、本当にもう中東の歴史
そのものが体に詰まっているじゃないかと思える方でしたが、そういう人がおっしゃる言葉です。
こういうことが起こってほしいなという時に、起こったらうれしいというだけでは、人生の荒波に
耐えられない。一枚腰ではなく、二枚腰で粘り強く生きる生き方が「起こればよし、起こらなけれ
ばもっとよし」ということです。これはすごいでしょう。

司会：研究に対してだけでなく人生そのものに対して、より広い視野から、これから中東・イス
ラーム研究を支える若い世代の皆さんに向けたメッセージをいただきました。私自身も、大いに励
まされました。非常に実り多い質疑応答の機会となったと思います。先生、本日は素晴らしいご講
演をどうもありがとうございました。
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